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褥瘡対策における体圧分散式マットレス

平成 24 年の診療報酬改定に伴い、入院基本料の算定要件として褥瘡

対策が組み込まれた。褥瘡対策のひとつとして、患者の状態に応じて必要

な体圧分散式マットレス等を適切に選択し使用することが挙げられて

いる。

体圧分散式マットレスは、その圧再分配機能を活用して、身体と寝具との

接触面積を拡大する、または外力が加わる場所を定期的に変えることで

同一部位への外力負荷を避ける寝具である。圧再分配機能とは、沈める、

包む、経時的な接触部分の変化のことを指す。沈めるとは、圧を減少させる

ために、骨突出部位をマットレス内に沈める機能である。これによって、

あ る 特定の骨突出部位に集中していた圧を、周辺組織や他の骨突出

部位に分配する。沈み込みが大きいほど接触面積がより拡大し、圧が低く

なる。包むとは、骨突出部などに対するマットレスの変形能である。変形する

ことで身体とマットレスとの接触面積を拡大させることができる。経時的

な接触部分の変化とは、接触領域が時間に従い変化し、1 点に圧が集中

することを避ける機能である。

日本の寝たきり高齢者の特異的な褥瘡発生要因である骨突出は、点で

身体を支えるために、骨突出部位に強度の外力が生じる。一方、欧米で

は、日本の寝たきり高齢者のように骨突出はなく、殿部の広い面に自重が

加わり、褥瘡が発生する。つまり身体とマットレスとの間に生じる状況が異

なり、欧米にて褥瘡発生予防に有効とされた体圧分散マットレスが本邦に

おいても有効であるかは検証が必要となる。

我々は有限要素法をもちいて、骨と皮膚表層の軟部組織に生じる応力

分布を検討した 1)。

骨突出がないモデルと骨突出があるモデルでは shear stress の状況が

異なっていた。骨突出モデルでは、加圧端子と骨の間の組織全体に shear 

stress が集中していた。このモデルをラットに適用し、10kg/3cm2 の力で 8

時間加圧した。骨突出がないモデルは浅い潰瘍を形成したが、9日目に

治癒した。その一方で、骨突出があるモデルは13日目でも治癒しなかった。

この研究結果からも、骨突出の有無によって褥瘡予防に適切なマットレス

が異なることがわかる。

マットレスのもつ沈める機能を十分に生かすにはマットレスを覆うカバー

やリネンの素材が重要である。伸縮性のないカバーやリネンであると、仙骨

や踵部のような骨突出部位にハンモック現象が生じ、体圧分散式マット

レスに十分に沈みこまず、接触面積が減り、圧力が上昇する。これと同様に
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WRRに会員の論文が掲載されました

シーツのベッドメーキングについても注意が必要

である。これまで、下シーツのベッドメーキング法は、

体圧分散式マットレスがなかった時代に実践して

いた方法が踏襲されてきた。つまり、しわができない

ようにシーツを張って敷いてきた。 我々は独自に

開発した寝たきり高齢者用殿部モデルを用いて、

体圧分散式マットレス上でのベッドメーキング法を

検討した 2)。その結果、ベッドメーキングをしない

場 合と比べて、従来法では、沈む距離が 0.71（相

対値）と浅くなり、最大体圧が 1.87（相対値）に上昇

した。今後は体圧分散式マットレスの機能を有効に

する看護技術の開発が必要であると考える。
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